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【緑区】令和６年第３回区づくり推進横浜市会議員会議 議事録 

 

開催日時  令和６年９月６日 午後３時 00分 ～ ４時 20分 

場  所 緑区役所４階 会議室４ＡＢ 

出 席 者 

【座      長】越久田記子 議員 

【議員：３名】鴨志田啓介 議員、髙橋正治 議員、斉藤達也 議員 

【緑区：23名】佐藤康博 区長、河村義秀 副区長 

宮嶋真理子 福祉保健センター長 

安達恒介 福祉保健センター担当部長 

得能千秋 緑土木事務所長 

高倉徹 担当部長（緑図書館長） ほか関係職員 

議  題 

１ 令和５年度 個性ある区づくり推進費 決算  

２ 令和６年度 個性ある区づくり推進費 執行状況  

３ 令和７年度 緑区予算編成の考え方 

発 言 の 

要  旨 

１ 令和５年度 個性ある区づくり推進費 決算 

（区長、副区長説明） 

 

【１ 災害に強いまちづくり事業】 

斉藤議員：地域防災拠点等強化事業の「地域防災拠点の備蓄品の在庫点検、

資機材の保守点検及び修繕」について、５年度はどんなことをし

たのか。運営委員会からどんな意見が出たのか。 

齋藤総務課長：地域防災拠点の備蓄品の在庫点検は年に２回行っていま

す。防災拠点に置いてある移動式の炊飯器や投光器等の点検をし

ています。今後の必要な備品については、要望の出てきたもの等

について、予算の範囲内で対応していきます。 

斉藤議員：以前、期限が過ぎている医薬品が発見されたことがあったが、

改善されているか。 

齋藤総務課長：食料品・医薬品を含め、期限が過ぎないように点検をして

います。 

 

様式１ 
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【５ 暮らしの衛生推進事業】 

斉藤議員：ペット防災の備蓄について、ペット同行避難スターターキット

の配備が進んでいるが、配付して終わるものではなく、どう使っ

てもらうかのところまで伝えていくことが大事である。ここでは

意見として伝えておく。 

 

【８ ＤＶ対策・児童虐待防止事業】 

斉藤議員：児童虐待対策やＤＶ対策の現状は。 

竹内こども家庭支援課長：区役所は、児童相談所とともに児童虐待の通報・

相談窓口という位置付けで、こどもの権利擁護担当が区民や関係

機関からの通報に対して受付・初期調査等を行っています。初動

の部分については、児童相談所と同じ機能を担っています。ＤＶ

相談は、区役所では女性からの相談に対応しており、男性からの

ＤＶ相談は、横浜市のＤＶ相談センターで対応しています。 

斉藤議員：子供を児童相談所に連れていかれたなど、親と行政機関の見解

の相違がある場合があるので、丁寧に説明をしてほしい。 

 

２ 令和６年度 個性ある区づくり推進費 執行状況  

（副区長説明） 

 

【１ 災害に強いまちづくり事業】 

斉藤議員：土砂災害警戒情報が発令されると、寺山町に避難指示等が出る

が、寺山町でがけ崩れ等の対策を行っているのか。 

齋藤総務課長：即時避難指示対象区域の急傾斜地（即時崖）は、以前は区

内に３か所あったが、調査の結果１か所となりました。かけ崩れ

等の危険が指摘されている箇所ですので、土砂災害警戒情報が発

表された際には、対象の８世帯14名に連絡し、ご心配がないよう

に早めに避難してもらうようにしています。 

斉藤議員：寺山町で土砂災害警戒情報が発表されないための方法はあるの

か。 

齋藤総務課長：建築局と調整をしていきたいと考えています。 

斉藤議員：どのような改善策があるのか区役所と建築局で意見交換をして

ほしい。この件について区長の見解をお聞きしたい。 

佐藤区長：昨年、赴任後現地を確認しましたが、古い時代の民間による開
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発であのような形態になっていると考えられます。改善するに

は、技術的に基準をクリアした擁壁を設けることなどが考えられ

ますが、崖のある場所は民有地で、擁壁を設けるには高額の費用

が掛かるため、一つ一つ粘り強く対応するとともに、必要に応じ

て補助制度をご案内することもしていかなくはならないと思い

ます。 

斉藤議員：豪雨災害に対しての対応も考えていかなくてはならない 

佐藤区長：最近の豪雨は、気候変動の影響が懸念されます。個人的な意見

でありますが、これから新たに宅地の造成や開発がなされる際に

は、必要な措置をしっかり講じてもらうとともに、建物の建て替

えの際には安全な擁壁が整備されていくよう、しっかりＰＲをし

て、区民の皆様に取り組んでいただく必要があるかと思います。 

 

鴨志田議員：帰宅困難者対策訓練とはどんな訓練か教えてほしい。 

齋藤総務課長：昨年度は、中山駅で行っております。震災が起こった時に

電車が止まって自宅に帰れない帰宅困難者を避難所までご案内

して、どのような課題が出てくるのか、どう対応するのかなどを、

実際の訓練を通じて、関係機関である中山駅職員や区役所、避難

場所である中山地区センターのスタッフとで共有しました。 

鴨志田議員：避難所までの案内や中山駅職員との連携は。 

齋藤総務課長：区役所の職員の中に避難者・駅対応班を指定しており、こ

れらの職員が速やかに駅と連絡をとり、避難誘導するなどの対応

をとることとなっています。 

佐藤区長：ＪＲ東日本も災害対応には高い意識を持って取り組んでいます

ので、中山駅としっかり連携して対応していきます。 

 

【５ 暮らしの衛生推進事業】 

斉藤議員：ペット防災に関し、８月24日の研修会は見学させてもらった。

参加者は真剣そのもので知恵を出し合ってＨＵＧ訓練（避難所運

営ゲーム）を行い、他グループの対応方法などもシェアされてい

た。９月３日に地域防災拠点運営委員の方々等に対して行われた

研修は、どのようなものであったか。 

田中生活衛生課長：９月３日の研修ですが、参加者が63名です。内訳とし

て、行政職員である地域防災拠点の参与が22拠点28名、地域防災
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拠点の運営委員等が14拠点19名、その他、区幹部、動物愛護セン

ター職員が参加しています。63名のうち50名が８グループに分か

れ、ペット防災に限らず避難所で発生する様々な課題に対応する

ＨＵＧ訓練を行いました。 

斉藤議員：運営委員が参加できなかった８拠点に対してのフォローアップ

はあるのか。 

田中生活衛生課長：参与は全拠点から研修に参加しましたので、参与を通

じて啓発を行うとともに、同行避難の取組がペットだけではなく

地域の人を守る取組にもつながることを引き続き粘り強く伝え

ていきたいと考えています。 

斉藤議員：以前に比べては前進しているが、全拠点に広げるよう引き続き

よろしくお願いしたい。 

 

【20 みどり脱炭素推進事業】 

斉藤議員：「Mini Mini Midori プラス SDGs」は、子どもたち特に実行委

員がよくやっていた。これは、緑区らしいと思う。この成果を広

く区民に伝えることは考えているのか。 

吉田区政推進課長：「Mini Mini Midori プラス SDGs」は、今年も多くの

方に参加いただき、参加者からの満足度が高い事業だと思ってい

ます。今後は、実行委員の活動を収めた動画や報告書を区のウェ

ブサイトに掲載し、より多くの方に成果を見てもらえるようにＰ

Ｒしていきたいと考えています。 

斉藤議員：この取組を緑区の魅力の一つとして、ＰＲを考えてもいいので

はないか。 

佐藤区長：今年度は、開催後の報告会として実行委員の表彰のイベントを

行い、私から参加した実行委員に一人ひとりに声掛けを行う場を

設けます。このようなこともＰＲに繋げていくきっかけにできれ

ばと考えています。    

斉藤議員：キャリア教育にもつながり、いろいろな気づきがあったと思う

ので、参加者それぞれの学校のクラスなどで体験をシェアできる

といいと思います。 

吉田区政推進課長：この週末の振り返りの会の中で、SDGｓのリーダーやア

ンバサダーとしてバッチを渡す予定となっています。実行委員の

子どもたちには、周りの人に伝えてほしい、取組が広がってほし
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いという思いを伝えます。 

 

【18 みどり地域まちづくり推進事業】 

髙橋議員：住民主体のまちづくり支援について、専門家派遣とはどのよう

なことをやっているのか、やりとりの時間がないので実績につい

て資料をいただきたい。 

 

【ビニール傘の廃棄】 

鴨志田議員：脱炭素に関連して、台風の後などにはビニール傘の路上廃棄

が多いのではないかと想像している。傘は分別しづらいこともあ

り、台風後のビニール傘の捨てられ方の状況を教えてください。 

神崎緑事務所長：通常ビニール傘は、ビニールと骨とで分別して捨てるこ

とになっています。路上に廃棄されたものについては近所の方な

どが集積所に持ち込んでいただいた場合には、事務所で収集後に

分別し処理しています。 

 

３ 令和７年度 緑区予算編成の考え方 

（区長説明） 

 

斉藤議員：GREEN×EXPO 2027は区民にまだまだ浸透していないので、来年

度は力を入れないと厳しくなると考えている。 

佐藤区長：いろんな形でＰＲに努めているつもりですが、まだまだ検討中

の事項が多く具体的に説明しづらい状況であるとは思います。ま

ずは、区民の皆様に開催を知っていただいた上で、皆様が博覧会

にイメージされることをお伺いしながらイベントに反映してい

くことも必要と思っています。地域の中でＰＲさせていただく過

程でいろんなご意見を受け止めて、事業にフィードバックして、

より区民のみなさんがわかりやすい形でＰＲしていきたいと考

えています。 

斉藤議員：このあたりを来年度予算に反映していただきたい。このGREEN×

EXPO 2027はチャンスなので、緑区としてどう関わっていくのか

が見えないので、早く見せてほしい。 
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備  考  

 


